
第 1 回 高輪築堤調査・保存等検討委員会 

日時：2020 年 9 月 18 日（金）9:30～12:00 

場所：第 1 部,第 3 部 JR 東日本現地会議室 

第 2 部 現地 

 

次 第 

 

〇第１部 

（１）開会 

 

（２）委員会概要・設置要綱【資料 1、資料 2】 

 

 

〇第２部（現地） 

（３）現地検出状況の確認（2 街区（一部）、3 街区） 

 

 

〇第３部 

（４）検出調査の結果および評価について【資料 3】 

 

（５）今後の調査スケジュール【資料 4】 

 

（６）4 街区検出調査着手について【資料５】 

 

（７）品川駅改良工事に伴う調査着手について【資料６】 

 

（８）その他 

 

（９）閉会 

 

※なお、資料のなかで個人に関する情報や事業の関係等で非公開である情報については、 

一部表現を修正しています。 



 
      

委員会概要（案） 

 委員会名：高輪築堤調査・保存等検討委員会 

 

 主催：東日本旅客鉄道株式会社 

 

 参画委員（五十音順）（案） 

 老川 慶喜 氏 （立教大学 名誉教授：近代経済史・鉄道史） 

 小野田 滋 氏 （鉄道総合技術研究所 情報管理部 担当部長：土木工学・鉄道技術史） 

 古関 潤一 氏 （東京大学 社会基盤学専攻 教授：土質力学・地盤工学） 

 谷川 章雄 氏 （早稲田大学 人間科学学術院 教授：考古学・史跡） 

    上記参画委員の他、適任者がいる場合は委員会において委員の承認を受け、委員に 

追加することができる 

  

 オブザーバー 

 港区教育委員会事務局 教育推進部 図書文化財課 

 東京都 教育庁 地域教育支援部 管理課 

 鉄道博物館 学芸部 

 東京都 建設局 道路建設部 道路橋梁課 

 独立行政法人都市再生機構 東日本都市再生本部 都心業務部 

 東日本旅客鉄道株式会社 構造技術センター 

 東日本旅客鉄道株式会社 総合企画本部 品川・大規模開発部 

 東日本旅客鉄道株式会社 事業創造本部 

上記オブザーバーの他、適任者がいる場合は委員会において委員の承認を受け、 

オブザーバーに追加することができる 

 

 事務局 

 東日本旅客鉄道株式会社 

 パシフィックコンサルタンツ株式会社 ※委員会運営等の支援 

 

 会議は原則として非公開とする。 

 委員会設置の目的・検討内容等は次項の委員会設置要綱（案）に示す。 

  



高輪築堤調査・保存等検討委員会 設置要綱（案） 

 

（名称） 

第１条 本委員会の名称は、「高輪築堤調査・保存等検討委員会」（以下「委員会」という。）

とする。 

 

（目的） 

第２条 委員会は、品川駅北周辺地区土地区画整理事業区域等において発見された高輪築堤

その他文化財に関し、文化財及び鉄道構造物の観点から、調査方法及び保存方法等

について検討し、必要な助言を行うことを目的とする。なお、本委員会で扱う調査

とは、検出調査及び内部構造調査を示すものとし、保存とは、現位置保存・移築保

存・記録保存を示すものとする。 

 

（所掌事項） 

第３条 委員会は、高輪築堤等に関し、以下の事項について検討し、必要な助言を行うもの   

とする。 

（１）調査の方法について 

（２）調査の結果を踏まえた保存方法等について 

 

（組織） 

第４条 委員会の委員は、考古学、鉄道史、近代史、土質力学等の専門家（学識経験者等、

別表 1）で構成する。 

２．オブザーバー（別表 1）は委員会に参加し、意見を述べることができる。 

３．委員長は、委員の中から互選、あるいは互選がない場合は、事務局が推薦するもの

とし、いずれも委員の承認を受けることとする。 

４．副委員長は、必要に応じて委員長が任命するものとする。 

５．委員会には、必要に応じて作業部会を置くことができる。 

６．作業部会は、委員会の構成員（委員及びオブザーバー）のほか、専門的見地から委

員以外のもの（以下「関係者」という。）の出席を求めることができる。また、調査

方法及び保存方法等について、委員会の意向を踏まえた詳細な検討を行い、必要に

応じて検討結果を委員会に報告することができる組織とする。 

７．委員会の構成員（委員及びオブザーバー）として適任者がいる場合は、委員会にお

いて委員の承認を受けて、構成員に追加することができる。 

 

（会議） 

第５条 委員会は委員長が招集し、委員長が議長として会議を総括する。 

２．委員長は、必要に応じて関係者の出席を求めることができる。 

 

（任期） 

第６条 委員の任期は 2年間とする。ただし、2年を超えて委員会が継続する場合は、再任

を妨げない。 

２．委員が何らかの事由により欠けた場合は、委員会の意向を確認したうえで事務局が



 
      

委員を選定することができる。 

 

（事務局） 

第７条 委員会の事務局は東日本旅客鉄道株式会社 本社 総合企画本部 品川・大規模開

発部に置くものとする。 

 

（守秘義務） 

第８条 構成員及び関係者は、この委員会で知り得た情報を事務局の許可なく第三者に漏え

いしてはならない。 

 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、委員会において定める

ものとする。 

  



 
      

（別表１）検討体制名簿（案） 

委員長 谷川 章雄 早稲田大学 人間科学学術院 教授 

委員 老川 慶喜 立教大学名誉教授 

委員 小野田 滋 鉄道総合技術研究所 情報管理部 担当部長 

委員 古関 潤一 東京大学 社会基盤学専攻 教授 

   

オブザーバー 港区教育委員会事務局 教育推進部 図書文化財課 

オブザーバー 東京都 教育庁 地域教育支援部 管理課 

オブザーバー 鉄道博物館 学芸部 

オブザーバー 東京都 建設局 道路建設部 道路橋梁課 

オブザーバー 独立行政法人都市再生機構 東日本都市再生本部 都心業務部 

オブザーバー 東日本旅客鉄道株式会社 構造技術センター 

オブザーバー 東日本旅客鉄道株式会社 総合企画本部 品川・大規模開発部 

オブザーバー 東日本旅客鉄道株式会社 事業創造本部 

 



保存等に関すること
・保存方法（現位置保存・移築保存・記録保存）
・後世への継承方法

高輪築堤調査・保存等検討委員会について

時期 議題 開催頻度

2020年度

2024年度

〇調査方法

〇調査結果を踏まえた遺構の評価

〇保存方法等

1回/1カ月～
1回/2カ月程度

〇後世への継承方法
検討状況を踏まえ

今後整理

調査に関すること
・調査方法（検出調査・内部構造調査）
・上記調査結果を踏まえた高輪築堤の評価

調査

保存等

■委員会検討プロセスイメージ

検出状況
評価

保存方法検討・整理

・現位置保存
・移築保存
・記録保存

継承方法の具体検討

＜移築保存・記録保存の場合＞
(移築・解体予定箇所に対して実施)

検出調査
内部構造
調査

委員会 現地調査

＜移築保存の場合＞

内部構造調査方法検討・整理

・文化財の観点
・鉄道構造物の観点

継承方針提案・整理

・築堤の本質的価値
・まちづくりとの共存

■委員会スケジュールイメージ

■委員会検討事項

内部構造
評価

＜現位置保存の場合＞

後世への
継承

資料1



現位置保存

移築保存

記録保存

〇現状のまま土の中で保存

〇出土状況・出土品を見える状態で保存

・文化財保護法による文化財指定

・現地での公開による活用

保
存

〇やむなく解体する遺構の移築・出土品の保存

・遺構の移設による公開活用

・出土品の展示による公開活用

〇やむなく解体する部分の調査を実施し、記録

・報告による学術研究等への活用

【参考】埋蔵文化財 保存の考え方



事業
主体

プロジェクト
2020年度

2021年度
2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2028年度以降
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

東

京

都

環状4号線延伸部

京急線連立

U

R

第二東西連絡道路

区画道路

J

R

1街区

2街区

3街区

4街区

5街区

6街区

品川駅改良

環状４号線工事

道路工事

下水道工事・道路工事

地平化工事

各事業概要・スケジュール

本体工事

本体工事

本体工事

本体工事

▼2027年
・京急線地平化
・環状４号線延伸部
（一部）供用開始

▼2024年度
まちびらき（1～4街区）

▼現在

本体工事

本体工事

本体工事

周辺工事にてヤード使用

周辺工事にてヤード使用

区画道路

環状4号線P10

京急線連立

築堤想定ライン
環状4号線延伸部

第二東西連絡道路

第二東西下水道

5街区

6街区

品川駅改良

4街区

3街区

1街区

2街区

街区公園

高輪ゲートウェイ駅 区画道路

資料2



環状第４号線は、港区高輪三丁目から江東区新砂三丁目に至る延長約

28.8kmの都市計画道路であり、都市の骨格を形成する区部環状方向の幹線

道路の一つとして放射方向の幹線道路と連絡し、都心に集中する交通を分散

化するなど重要な役割を担っています。

また、品川駅周辺地区は、本格的に国際化が進む羽田空港と近接し、

2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催や2027年の

リニア中央新幹線の開業（予定）も見据え、更なる拠点性の強化が期待され

ています。

このため、東京都は、平成２6年9月に「品川駅・田町駅周辺まちづくりガ

イドライン2014」を策定し、その中で拠点性を高める道路ネットワークの

１つとして、環状第４号線を整備・延伸することとしました。

計画のあらまし

■環状第４号線全体図

凡例

完成・現道有り

事業中区間

未整備区間

延伸部

新宿駅

上野駅

渋谷駅

池袋駅

東京駅

田町駅

皇居

代々木公園

Ｎ

江東区新砂三丁目

港区高輪三丁目

六本木駅

■品川駅・田町駅周辺のまちづくり

■位置図

資料）
品川駅・田町駅周辺まちづくり
ガイドライン2014（一部抜粋）

品川駅・田町駅周辺地域は、「これからの日本の成長を牽引する国際交流

拠点・品川」とする将来像を掲げ、地区別に将来イメージを設定しています。

環状第４号線及びその延伸部は、地域内外とのビジネス、観光などの多様

な交流を促進させる架け橋（東西交流軸）として重要な役割を担います。

Ｎ

新駅

品川駅

環状第４号線及び延伸部

東京都市計画道路幹線街路環状第４号線及び延伸部の概要 環境影響評価資料抜粋



白金台交差点付近

※ 写真は整備済区間の事例であり、今後、道路構造などの詳細については、関係機関と調整し
検討していきます。

■平面図

■整備事例（外苑西通り）

※本図面は現在の道路計画等を示したものであり、今後、環境調査の結果等を踏まえ、変更を含め検討してまいります。

※ 本イメージ図は道路構造を例示したものであり、今後、環境調査の結果等を踏まえ、
変更となる場合があります。

■道路構造の縦断イメージ（桜田通りから旧海岸通り）

資料）品川駅・田町駅周辺まちづくりガイドライン2014（一部抜粋）

放射第１号線
（桜田通り）

補助第１４６号線
（旧海岸通り）

放射第１９号線
（第一京浜）

環状第４号線 延伸部

京浜急行本線 ＪＲ東海道新幹線

白金台四丁目付近

Ｎ

注１）この地図は、国土地理院長の承認（平１９国地関公第３７７号）
␣␣␣を得て作成した東京都地形図（S=1:2,500）を複製（２６都市基
␣␣␣交第１３６号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。
注２）本図面は平成２０年に実施した航空測量をもとに作成しているた
␣␣␣め、現在の土地利用が反映されていない部分があります。

環状第４号線（約1.4㎞） 延伸部（約0.7㎞）

計画道路の位置図





東 京東 京 都
港 区
品 川品 川 区
京浜急行電鉄株式会京浜急行電鉄株式会社

東 京 都
港 区
品 川 区
京浜急行電鉄株式会社

京浜急行本線

（泉岳寺駅～新馬場駅間）

連続立体交差事業について



京浜急行本線の連続立体交差事業は、泉岳寺駅から新馬場駅

までの約１．７ｋｍの区間について鉄道を高架化し、道路と鉄

道を連続的に立体交差化するものです。

この事業の実施により、補助第１４９号線などの３か所の踏

切が除却され、踏切での交通渋滞の解消、道路と鉄道それぞれ

の安全性の向上が図られます。さらに、鉄道により分断されて

いた地域の一体化や、本事業に合わせた駅前広場などの整備の

推進により、安全で快適なまちづくりが実現されます。

本事業につきまして、皆様の御理解と御協力をお願いいたします。

踏切の状況
（補助第１４９号線・品川第一踏切道）



高輪二丁目

港南二丁目

高輪三丁目 高輪四丁目 北品川四丁目

北品川三丁目

北品川二丁目

北品川一丁目

旧東
海道

事業の概要事業の概要

立体化により除却される踏切（３か所）立体化により除却される踏切（３か所）

交差する都市計画道路（立体化予定区間）交差する都市計画道路（立体化予定区間）

①

②

③

④

⑤

⑥

区 間

延 長

構 造 形 式

駅 施 設

都市計画の変更

都市計画事業認可

品 川 第 一 踏 切 道

品 川 第 二 踏 切 道

北品川第一踏切道 

特 別 区 道
幹 線 一 級 ４ 号

特 別 区 道
準 幹 線 ３ ０ 号

特別区道Ⅲ‐１号

24.4m

8.0m

7.4m

補助第１４９号線

（大型車の通行禁止）

踏 切 道 の 名 称 道 路 名 称 踏切道の現況幅員 備 考

港区高輪二丁目～品川区北品川二丁目

事業区間約１．７ｋｍ

地下式、地表式、高架式（嵩上式）

品川駅　　ホーム延長：約221ｍ ホーム幅員：約５m～12m

北品川駅　ホーム延長：約113ｍ ホーム幅員：約２m～５m

平成30年12月 21日

令和２年４月１日

かさあげ

1　京浜急行本線（泉岳寺駅～新馬場駅間）連続立体交差事業

都市計画道路名

補助第１４９号線

環 状 第 ４ 号 線

計 画 幅 員

18.0ｍ

25.6 ～ 28.6ｍ

現 況 幅 員

18.0ｍ

－

備 考

補助第３３２号線

品川駅

品川駅

北品川駅
品
川
第
一
踏
切
道

品
川
第
二
踏
切
道

北
品
川
第
一
踏
切
道

泉岳寺駅

新馬場駅

環
状
第
４
号
線

環
状
第
４
号
線

環
状
第
６
号
線
（
山
手
通
り
）

補
助
第
14
号
線

（
柘
榴
坂
）

補
助
第
13
号
線

補助
第１
６２
号線

補助第３１７号線

補
助
第
15
号
線

補
助
第
318
号
線

補
助
第
149号
線

補助第１２３号線

浅草方面
ＪＲ京浜東北線
ＪＲ山手線

ＪＲ横須賀線ＪＲ東海道本線

ＪＲ東海道新幹線

ａ

ａ

ｂ

ｂ

e

ec

c

d

d

下
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連続立体交差事業の概要図連続立体交差事業の概要図
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（平成３１年２月）

用 地 測 量 等 説 明 会

用 地 補 償 説 明 会
（令和２年４月）

（※）

※新型コロナウィルス感染症の拡大防止の観点から、説明会に代えて、
　資料やアンケートを投函し、ご意見・ご質問を郵便にて頂きます。



東 京 都
港 区
品 川 区
京浜急行電鉄株式会社

登録番号（２）２１

東京都 建設局 道路建設部 鉄道関連事業課 TEL ０３（５３２０）５３１７

港区 街づくり支援部 開発指導課 TEL ０３（３５７８）２９０７

品川区 都市環境部 都市開発課 TEL ０３（５７４２）６９６１

京浜急行電鉄株式会社 鉄道本部 建設部 TEL ０３（６４３３）２９９１

お問合せ先



山路を登りながら

品川駅周辺土地区画整理事業
国際交流拠点・品川にふさわしい複合市街地の形成

背景・計画のポイント
●広域交通整備の進展
　（羽田空港の国際化、リニア中央新幹線の開業等）
●東京中心部の地域構造の変化
　（都心及び周辺での機能集積、ターミナル周辺の再編等）

大規模な土地利用転換や広域的な交通結節点の形成等により、
「これからの日本の成長を牽引する国際交流拠点・品川」の形成を目指します。
「品川駅・田町駅周辺まちづくりガイドライン2020」では、
段階的な計画の実現のため4 つの優先整備地区が設定されており、
品川駅北周辺地区及び、品川駅街区地区が含まれています。

●国際交流拠点・品川にふさわしい都市基盤を整備するため、平成28 年4 月に、地区計画、土地区画整理事業及び都市計画道路の都市計画が
　一体的に決定されました。
●その後、平成30 年12 月、京浜急行本線連続立体交差事業の都市計画決定に合わせて、土地区画整理事業の都市計画変更が行われ、平成31 年
　4 月に新駅東側連結通路を含めた地区計画の都市計画変更、一部を立体道路化する補助線街路第332 号線の都市計画変更が行われています。
　また令和２年２月には補助線街路第334 号線( 品川駅北口駅前広場) の都市計画決定、補助線街路第332 号線及び土地区画整理事業の都市計画
　変更が行われました。

経緯と今後の予定
平成24 年１月
「特定都市再生緊急整備地域（品川駅・田町駅周辺約184ha）」を指定

平成26 年9 月
東京都が「品川駅・田町駅周辺まちづくりガイドライン2014」を策定

平成28 年４月
・国家戦略特別区域　区域計画の認定
・品川駅周辺地区地区計画の都市計画決定
・品川駅周辺土地区画整理事業の都市計画決定
・補助線街路第332 号線の都市計画決定

平成28 年７月
特定都市再生緊急整備地域（品川駅・田町駅周辺）整備計画を作成

平成30 年12 月
・環状第４号線の都市計画変更
・都市高速鉄道第１号線分岐線・京浜急行電鉄湘南線の都市計画変更
・品川駅周辺土地区画整理事業の都市計画変更

平成31 年４月
・国家戦略特別区域　区域計画の変更認定
・品川駅周辺地区地区計画の都市計画変更
・補助線街路第332 号線の都市計画変更

令和２年2 月
・補助線街路第334 号線( 品川駅北口駅前広場) の都市計画決定
・補助線街路第332 号線の都市計画変更
・品川駅周辺土地区画整理事業の都市計画変更

令和２年３月
・高輪ゲートウェイ駅の暫定開業
・コの字道路開通

令和３年７～９月　東京オリンピック・パラリンピック（予定）

令和６年　高輪ゲートウェイ駅周辺まちびらき( 予定)

令和９年　リニア中央新幹線（品川～名古屋）開業（予定）

平成28 年７月
事業計画認可

令和元年８月
第１回事業計画変更認可

令和２年８月
第２回事業計画変更認可

令和10 年度
換地処分（予定）

平成31 年４月
事業計画認可

令和14 年度
換地処分（予定）

都市計画の概要（国家戦略特別区域 区域計画）

※出典：品川駅・田町駅周辺まちづくりガイドライン2020（東京都）▶

※出典：国家戦略特別区域会議 東京圏国家戦略特別区域会議 第6回東京都都市再生分科会（平成27 年8月31 日開催） 資料4都市計画（素案）品川駅周辺

※現況写真（平成31 年4月撮影）

品川駅街区地区
土地区画整理事業

品川駅北周辺地区
土地区画整理事業

品川駅北周辺地区土地区画整理事業

品川駅街区地区土地区画整理事業

2012

2014

2016

2018

2019

2020

2027

〒103-0028  東京都中央区八重洲 1-3-7 八重洲ファーストフィナンシャルビル 18F  

代表電話 03-5200-8605             HP : http://www.ur-net.go.jp/toshisaisei/独立行政法人都市再生機構東日本都市再生本部  都心業務部 2020-09



情に棹

●高輪ゲートウェイ駅へ接続する補助線街路第332 号線や、環状第４号線と品川駅を接続する補助線街路第334 号線（品川駅北口駅前広場）、
　地区幹線道路（第二東西連絡道路）等を整備します。
●高輪ゲートウェイ駅周辺は国際競争力強化に資する業務・商業機能等、地区北側には都心居住を支える都市型集合住宅等が計画されています。
●また、国際交流拠点の形成と連携し、周辺地域と調和した土地利用を図るため、土地区画整理事業の地区内の国道15号沿道における集約的な
　高層化を誘導します。

品川駅北周辺地区土地区画整理事業

事 業 の 概 要

●京浜急行電鉄品川駅の地平化等による利便性の高い駅への再編並びに複合的機能の集積を目的として、敷地の整序を行います。
●公共施設等の整備については、放射第19号線（国道15号）の一部の整備及び環状第4号線の延伸に必要となる用地の確保を行います。
●歩行者ネットワークの強化のため、自由通路の空間確保・整備を行います。

品川駅街区地区土地区画整理事業

面 積 等 約15.5ha

施 行 者 独立行政法人都市再生機構

事 業 費 約722 億円

事業期間 平成28 年度～令和15 年度
（清算期間含む）

面 積 等 約2.9ha

施 行 者 独立行政法人都市再生機構

事 業 費 約288 億円

事業期間 平成31 年度～令和19 年度
（清算期間含む）

　　　この地図は東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2500 分の1地形図を利用して作成したものである。（承認番号）31 都市基交著第139 号
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都市再生への貢献

方針３ 防災対応力強化と
C40が掲げる先導的な環境都市づくり

①地域の防災対応力強化とエネルギーネットワーク構築

②未利用エネルギーの有効活用と環境負荷低減

方針１ 世界につながり、地域をつなぐ、
エキマチ一体の都市基盤形成

①国際ビジネス交流拠点の顔となる、新駅前の重層的な広場の整備

②駅と街全体を一体的につなぐ交流空間の創出

③芝浦港南地区や高輪地区など周辺地域とつながる基盤整備

方針２ 国際ビジネス交流拠点にふさわしい
多様な都市機能の導入

①文化・ビジネスの創造に向けた、育成・交流・発信機能の整備

②外国人のニーズにも対応した、多様な居住滞在機能の整備

（南北方向整備断面イメージ）

インターナショナル
スクール

2街区 3街区 4街区1街区 （北棟） （南棟）
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緑地 新駅歩行者広場
新駅交通広場

品川駅
方面

国道15号
三田・田町方面 バイオガス施設

国際水準の
居住施設

2-①ビジネス支援・交流・
発信機能の整備

2-①文化育成･交流･
発信機能の整備

1-②駅と街全体を一体的に
つなぐ交流空間の創出

業務 業務 業務

住宅

広場 広場生活支援施設

品川新駅(仮称)

←三田・
田町方面

芝浦港南地区

泉岳寺駅

品川駅

１-③芝浦港南地区と
つながる基盤整備

1-①新駅前の重層的な広場の整備

街区公園
新駅歩行者広場(デッキ)

新駅交通広場(地上)
広場
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泉岳寺駅
の広場
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高輪
辻広場
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広場（新東海道）

緑地
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広場

高輪地区

1-③高輪地区とつながる基盤整備

1-③三田･田町方面と
つながる基盤整備

芝浦中央公園・
芝浦水再生センター

（鉄道用地）

区道1119号線

広場
（地上/区域4-2）

区域6
(将来整備)

区域4-2泉岳寺駅地区再開発

区域5
(将来整備)

4街区（南棟）4街区（北棟）

3街区2街区
1街区

区域4-3

品川駅街区地区

（整備平面イメージ）

街区区分線（当地区）

区画道路
3号

補助線街路
第332号線

区画道路１号

区画道路１号

デッキレベルの歩行者ネットワーク整備（当地区）

地上レベルの歩行者ネットワーク整備（当地区）

デッキレベルの広場整備（当地区）

地上レベルの緑地・広場整備（当地区）

周辺歩行者ネットワーク

将来の歩行者ネットワーク構想

地区計画の区域
（品川駅周辺地区）

地区整備計画の区域
（品川駅北周辺地区）

都市再生特別地区の区域
（当地区）

CGS･地域冷暖房施設

歩行者専用道
（新駅東側連絡通路）

北口広場

桂坂
（区道1048号線）

伊皿子坂
（都道415号）

アクセス路

放射第19号線（国道15号）

地区幹線道路
（第二東西連絡道路） 環状第４号線

延伸部

環状第４号線

2-②多様な居住滞在機能の整備

街区公園 広場

（キープラン）

広場

2-②多様な居住滞在機能の整備

国家戦略特区認定資料抜粋
（2019年4月認定）

1



「築堤」は、明治５年に日本最初の鉄道を＜新橋～横浜間＞に開業した際、海上に構築した軌道の遺構です。

JR東日本は、この地域に相応しい新たな国際交流拠点と位置付ける品川のまちづくりの中で、近代日本初期産業

革命の象徴である鉄道遺構の継承に取り組んでいきます。

１、この場所の歴史・風土とともに築堤の価値を継承するため、調査・保存（現位置、移築、記録）を行います。

２、築堤の歴史・文化的価値を伝えるため多くの人の目に触れられる公開・展示を行います。

３、学識者等からのご意見を頂きながら、鉄道博物館と連携した調査研究を行い、当時の鉄道技術、土木技術を

学術的な見地からまとめます。

４、大木戸門や泉岳寺等の周辺とも連携して、歴史的資産を地域に開き、歴史を学べるプログラムを実施します。

築堤継承の考え方

発掘された築堤当時の様子（大木戸門付近）

品川のまちづくりにおける築堤について
7/17検討会（第2回）

説明資料



 

                                   ２ ０ １ ９ 年 ２ 月 ２ ６ 日 

東日本旅客鉄道株式会社 

                                                                      東 京 支 社 

 

品川駅のお乗り換え利便性向上と混雑緩和及びバリアフリールートの拡充に取り組みます 
 

品川駅は、ＪＲ東日本管内で乗車人員が５番目のターミナル駅で、通勤・通学時間帯には北側コンコース・

自由通路が混雑しており、また山手線外回り（渋谷・新宿方面）と京浜東北線（大宮方面）をお乗り換えいた

だく際はホームが別のため、階段・コンコースを経由するお乗り換えが必要となっています。 

今後、同駅周辺の開発やお乗り換えのお客さまの増加が見込まれることから、お乗り換えの利便性の向

上やコンコース・自由通路の混雑緩和などの取り組みを実施し、より快適で安心してご利用いただける駅づく

りを目指します。 

１．京浜東北線（大宮方面）から山手線外回り（渋谷・新宿方面）へ同じホームでお乗り換えいただけるようにな

ります。（２０２２年頃） 

（１）京浜東北線の線路の切換工事を実施し、京浜東北線（大宮方面）の停車番線を３番線から４番線に変

更を行います。（２０１９年秋頃） 

（２）３・４番線のホームの拡幅（９ｍ→１３ｍ）を行い、京浜東北線（大宮方面）と山手線外回り（渋谷・新宿方

面）が同じホーム上でお乗り換えいただけるようになります。（２０２２年頃） 

（３）１番線のホームを山手線内回り（東京・上野方面）の専用ホームとします。（２０２２年頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山手線・京浜東北線のホーム改良ステップ図 

(

使
用
停
止)

(

使
用
停
止)

2番線3番線4番線5番線6番線

階段・コンコースを経由した乗り換え

東海道線
(上り)

京浜東北線
(横浜・大船方面)

京浜東北線
(大宮方面)

山手線内回り
(東京・上野方面)

山手線外回り
(渋谷・新宿方面)

1番線

20 18  Yu ta It o

E A ST  J AP AN  R AILWAY  C OM PA NY

201 8 Yut a I to

E A ST  J AP AN RAI LW AY  C OM PA NY

20 18  Yu ta Ito

20 18 Yut a Ito

E AST  J AP AN  R AILWAY  C OM PA NY

20 18  Yu ta It o

E A ST  J AP AN  R AILWAY  C OM PA NY

201 8 Y uta  It o

現在（2019年2月現在）

2019年秋頃
東海道線
(上り)

京浜東北線
(横浜・大船方面)

京浜東北線
(大宮方面)

山手線内回り
(東京・上野方面)

山手線外回り
(渋谷・新宿方面)

山手線内回り
(東京・上野方面)
専用ホーム

20 18 Yut a Ito

E AST  J AP AN  R AILWAY  C OM PA NY

20 18  Yu ta It o

E A ST  J AP AN  R AILWAY  C OM PA NY

201 8 Y uta  It o

2022年頃
東海道線
(上り)

京浜東北線
(横浜・大船方面)

京浜東北線
(大宮方面)

山手線内回り
(東京・上野方面)

山手線外回り
(渋谷・新宿方面)

拡幅

階段・コンコースを経由した乗り換え

停車番線の変更

同一ホーム
乗り換え

11m9m9m

2番線3番線4番線5番線6番線 1番線
11m9m9m

新3番線4番線5番線6番線 1番線
11m13m9m

※京浜東北線（大宮方面）のホームドアは2020年度第1四半期までに整備予定
（山手線、京浜東北線（横浜・大船方面）については整備済み）

201 8 Y uta  It o

201 8 Y uta  It o

201 8 Y uta  It o

201 8 Yut a Ito

E AST  J AP AN  R AI LWAY  C OM PA NY

201 8 Y ut a I to

E A ST  J AP AN  RAILW AY  C OM PA NY

201 8 Y ut a I to

E A ST  J AP AN  RAILW AY  C OM PA NY

ホーム拡幅



 

２．改札口の新設及び通路の拡幅による混雑緩和やバリアフリールートの拡充等を図ります。 

（２０２７年以降順次） 

（１）北側コンコース内に改札口を新たに２ヶ所設置するとともに、通路を拡幅（７ｍ→１８ｍ）し、コンコース・自

由通路の混雑緩和を図るとともに、北側コンコースから港南口への移動時間の短縮も図ります。 

（２）バリアフリールートの拡充のために北側コンコースと各ホームを接続するエレベーターを８ヶ所増設しま

す。また、商業施設等の整備を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北側コンコースの改良概要図 

山手線

中央改札

北改札

東海道新幹線
北乗換口 港南口

北側コンコース拡幅範囲

7m

高輪口

北側
コンコース

南側
コンコース

駅業務施設・商業施設等

現状
(2019年2月現在)

北改札
北口駅前
広場計画

改札（新設）

18m

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

EV

エレベーター設置

改札（新設）

イメージ②

イメージ①

中央改札

北改札

港南口

北側
コンコース

南側
コンコース

高輪口

通路拡幅

駅業務施設・商業施設等

計画
(完成時)

東海道新幹線
北乗換口



イメージ①：改札（新設）

イメージ②：コンコース内の通路

北側コンコースのイメージ図 

※現時点でのイメージであり、実際と異なる場合があります。



令和２年９月１８日 

港区教育委員会 

 

高輪築堤試掘・残存確認調査の結果について 
 

１.調査の結果については別表「調査結果一覧表」のとおりである。 
 

２.遺構の概要 

石  垣：海手側石垣 創業期のもの。最下段のみ切り石を使い、上部は方形の平石を石貼り状に布積

み。最大で１６段確認。石垣の土台は胴木と杭で押さえる。裏込め残存（石垣

の直下は雑石、さらに内側は土丹塊を積み上げる） 

山手側石垣 ３線化に伴う拡張期の間知石の谷積み確認（明治３２年）。その直下に複線化

（明治９年時）の石垣か。またその内側に創業期の石垣を確認。 

 築堤上部バラスト：創業期の軌道に伴うバラスト残存（黄褐色の砂礫層）。 

波 除 杭：創業期工事項目中の「波除杭」に該当すると考えられる海手側石垣に対応するもの。 

内容不明ながら列状の杭として遺存する。 
 

３.各工区の残存状況 

（１）１・２街区（トレンチ１～３及び２街区残存確認調査） 

海手側石垣：すべてで残存確認。ＴＰ+１ｍ前後まで残り、それより上部は取り除かれており、

裏込めが残る  

築堤上面 ：基本的に初期バラスト層が残る。 

山手側石垣：残存確認。 

残存状況  ：良好 
 

（２）第２東西連絡道路部 

海手側石垣：残存状況良好。ＴＰ+2.5ｍ前後まで残る。 

波除杭  ：確認 

築堤上面 ：基本的に初期バラスト層が残る。 

山手側石垣：残存確認。創業期の石垣確認（布積み）。３線化の石垣直下に複線化時の石垣あ

りか？ 

残存状況 ：良好 
 

（３）３街区（トレンチ４及び３街区残存確認調査） 

・第７橋台の北側（Ａ工区） 

海手側石垣：すべてで残存確認。ＴＰ+１ｍ前後まで残り、それより上部は取り除かれており、

裏込めが残る 

波除杭  ：今後の確認調査の必要性あり。 

築堤上面 ：ＧＬから 1.5ｍほど上部削平されている。 

山手側石垣：調査範囲外。 

残存状況 ：良好 
 

・第７橋台部（Ｂ工区） 

残存状況：良好。山手側に橋台拡張跡確認。橋台間石敷き確認。海手側埋め立て土留め確認。 
  

・第７橋台の南側（Ｃ工区） 

海手側石垣：すべてで残存確認。 

ＴＰ+１ｍ前後まで残り、それより上部は取り除かれており、裏込めが残る。 

築堤上面 ：ＧＬから 1.5ｍほど上部削平されている。 

山手側石垣：調査範囲外。 

残存状況 ：良好 
 

（４）６街区（品川駅物流地下通路地区） 

海手側石垣のみ確認 

築堤内部に土留め遺構を確認。築堤の土台遺構か？ 残存状況：良好 

資料 3 



  
トレンチ１ 海手側石垣                   南壁土層断面（バラスト確認） 

  
トレンチ２ 山手側石垣          北壁土層断面（バラスト確認） 

 
２街区築堤残存確認調査 海手側石垣 



  
トレンチ３ 山手側石垣           第２東西連絡道路地区山手側石垣 

 

  
第２東西連絡道路地区 海手側石垣           波除杭 

  
３街区 第７橋台北側 海手側石垣    ３街区 第７橋台南側 海手側石垣  



    
３街区 第７橋台 海手側 

    
３街区 第７橋台 北側橋台（右手初期橋台、左手山手側橋台拡張） 

    
３街区 第７橋台 北側橋台全景 



　検出調査結果一覧表

石垣（上部高さ） 土台木等 波除杭 石垣（上部高さ） 土台木等

トレンチ1 1街区 〇（TP+1.2m） 未確認 調外 〇 調外 調外 ◎

トレンチ2 2街区 〇（TP+1.2m） 未確認 調外 〇 〇（TP+0.9m） 未確認 ◎ 両石垣間12.6m（上部）

トレンチ3 2街区 〇（TP+0.9m） 〇 調外 〇 〇（TP+1.4m） 〇 ◎

2街区築堤残存確認調査 2街区 〇 〇 調外 〇 調外 調外 ◎

第2東西連絡道路部 〇 〇 〇 〇 〇 未確認 ◎
創業期及び複線化の石垣の確認
か創業期両石垣の下場長さ約16
ｍ

3街区第7橋台の北側（Ａ工区） 3街区 〇 〇 未確認
×（上面削平さ
れている）

調外 調外 〇

トレンチ4（第7橋台；Ｂ工区） 3街区 〇（TP+2.5m） 〇（根石） 未確認 〇 調外 調外 ◎
（橋台山手側拡張跡確認） 。海手
側に築堤埋立時の土留め遺構確
認

3街区第7橋台の南側（Ｃ工区） 3街区 〇 〇 〇
×（上面削平さ
れている）

調外 調外 〇

品川駅物流地下通路地区 6街区 〇（TP+0.85m） 〇 △ 調外 調外 調外 〇 築堤内部土留め遺構か？

　《　凡例　》
調外：調査範囲外
石垣：残存の高さ
〇：残存確認　　△：関連遺構と思われるもの確認　　×削平等取り除かれているもの
残存状況

残存状況地　　　点 街区
海手側石垣 築堤上面

（バラスト含
む）

山手側石垣
備　　　考

◎：築堤は石垣の上部が取り除かれているものの、築堤上部のバラストが遺存し、基本的に良好に残っている状況

〇：築堤は石垣の上部が取り除かれており、築堤上部が削平されているが基本的によく残っている状況



築堤観察表 大成エンジニアリング株式会社

第７橋台の南側
C工区

南 北 橋台南 橋台北 橋台 ―

大きさ

50㎝角、70㎝角
安山岩主体
最下段：90㎝×30㎝
火山礫凝灰岩

40×45㎝
ほぼ安山岩

30×40㎝、50㎝角
安山岩主体
最下段：90㎝×30㎝
火山礫凝灰岩

海側から7ｍ
90×30㎝、30×30㎝
7ｍ以降
75×30㎝、30×30㎝
長方形切石

海側から7ｍ
90×30㎝、30×30㎝
7ｍ以降
75×30㎝、30×30㎝
長方形切石

40×30㎝
ほぼ安山岩

上段：45㎝角
下段：50～60㎝角
ほぼ安山岩
最下段：90×30㎝
ほぼ火山礫凝灰岩

組み方
布積み
北側：石垣間隔ややあ
り、水平乱れる

布積み
石密接、列にレベル差
なく水平、目地に小礫

布積み
列ごとのレベル差ほぼ
無し

布積み
目地：セメント
　　　：モルタルヵ

布積み
目地：セメント
　　　：モルタルヵ

布積み
石密接、列にレベル差
なく水平

北側：布積み、目地に
隙間多い、やや乱雑に
積む
南側：布積み、隙間なく
密接、列レベル差なし

残存段数

11段
天端1段　50㎝角
中段9段
最下段1段

10段
天端1段
中段8段
最下段1段

10段
中段9段
最下段1段

8～11段
最下段：切石にモルタ
ルを塗り付ける

8～11段
最下段：切石にモルタ
ルを塗り付ける

17段
天端1段
中段16段
橋台部手前で段数増

6段

大きさ
長軸10～40㎝
短軸10～30㎝
割石主体

長軸10～40㎝
短軸10～30㎝
割石主体

長軸10～40㎝
短軸10～30㎝
割石主体

未確認 未確認 未確認
長軸20～30㎝
短軸5～10㎝
割石主体

石種 　
割石：安山岩、火山礫
凝灰岩、砂岩、花崗岩
円礫：斑レイ岩ほか

割石：安山岩、火山礫
凝灰岩、砂岩、花崗岩
円礫：斑レイ岩ほか

未確認 未確認 未確認
割石：安山岩主体
火山礫凝灰岩
円礫：斑レイ岩ほか

密度
80～90％
割石90％
円・亜円礫10％

90％　表層に割石・円
礫など火成岩、内側に
軟質砂岩（凝灰岩）　小
礫20％前後

90％　表層に割石・円
礫など火成岩、内側に
軟質砂岩（凝灰岩）　小
礫20％前後

未確認 未確認 未確認

90％　表層に割石・円
礫など火成岩、内側に
軟質砂岩（凝灰岩）　小
礫20％前後

長さ 未確認
長550×幅13×厚10㎝
＞

長490×幅13×厚10㎝
＞

橋台部
長250×幅12×厚15㎝
＞
築堤部
長90×幅12×厚10㎝
＞

未確認 未確認
長500＞×幅12～13×
厚20㎝＞

樹種 未確認 ― ― ― 未確認 未確認 ―

継ぎ目 未確認 相欠きヵ 相欠きヵ 相欠きヵ 未確認 未確認 相欠きヵ

直径 未確認
φ20～25㎝
頭部欠損

φ20～25㎝
頭部状況未確認

φ20㎝ 未確認 未確認
φ20～25㎝
頭生き

樹種 未確認 ― ― ― 未確認 未確認 ―

ピッチ 未確認 80～100㎝ 70～110㎝ 80～90㎝ 未確認 未確認 80～100㎝

位置 未確認
海側法尻より3.6ｍと1.8
ｍの位置

未確認 ― ― 未確認
海側法尻より3.3ｍの間
に6列以上

直径 未確認
3.6ｍ：φ20㎝
1.8ｍ：φ15～20㎝

未確認 未確認 未確認 未確認 φ15～20㎝

樹種 未確認 ― 未確認 未確認 未確認 未確認 ―

ピッチ 未確認 未確認 未確認 未確認 未確認 未確認 50～60㎝

バラスト 残存状況

層厚30㎝　良好
φ3㎝円礫主体
砂礫層

攪乱 攪乱 攪乱 攪乱 攪乱 攪乱

２街区

3街区

第７橋台
B工区

第７橋台の北側
A工区

石

裏込め

胴木

杭

波よけ杭



海側から7ｍの位置で、
切石の調整、寸法が変
化。拡張の場所と推定
石畳45㎝角乱雑、7列
残存

海側から7ｍの位置で、
切石の調整、寸法が変
化。拡張の場所と推定
石畳45㎝角乱雑、7列
残存

海側法尻より4ｍの位
置に50＞×18×9の角
木が築堤と直交し5本
配置。1間・半間のピッ
チ

備考



高輪ゲートウェイ駅

国道15号

3街区
2街区

4街区 5街区

1街区

6街区

築堤想定ライン

第二東西
連絡道路

トレンチ１

トレンチ2
トレンチ3

3街区 B工区（第7橋梁部）
（トレンチ4）

2街区

第二東西
連絡道路部

3街区 A工区

3街区 C工区

物流地下通路部

品川駅

検出調査結果および評価について

〇調査実施位置図

〇調査結果評価における指標イメージ

遺存度

連続性

希少性

・石積外観の連続性
・構造（内部・基礎等）の連続性等

・石積の残存状況
・築堤上部の残存状況
・付帯施設の残存状況等

・他の地点等での保存状況
・形態、構造の希少性等

・
・
・

高輪築堤の評価 移築保存

記録保存

現位置保存



2020年度 2021年度
以降6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

検討会・委員会

現
地
調
査

環状４号線延伸部

京急線連立

第二東西連絡道路

区画道路

１街区

２街区

公園部

建物部

３街区

一般部

第７橋梁部

４街区

５街区・６街区

品川駅改良

既存鉄道施設撤去工事 検出調査・内部構造調査

検出調査

検出調査 内部構造調査

検出調査 内部構造調査

▼調査協定締結

検出調査

検出調査 内部構造調査

▽6/5 検討会（第１回）

有識者意見：
国指定史跡レベル
と考えられる

▽7/17 検討会（第２回）

確認事項：
移築・解体予定箇所に対して
内部構造調査を実施
（具体の範囲等は次回議論）

検出調査・内部構造調査

調査

▽9/18 第１回
［全体論］・本委員会の進め方
［２街区一部、３街区］・検出調査の結果及び評価検討
［その他］・４街区検出調査着手、品川駅改良工事に伴う調査着手

▽10月上旬第２回
［２街区一部、３街区］ ・検出状況評価・取りまとめ

・保存方法検討・整理
・内部構造調査方法検討・整理

今後の調査スケジュール

検出調査・内部構造調査

検出調査・
内部構造調査

内部構造調査

内部構造調査

検出調査・内部構造調査

周辺工事にてヤード使用

検出調査

評価・保存方法整理

評価・保存方法整理

評価・保存方法整理

評価・保存方法整理

資料4

イベント

既存鉄道施設撤去工事

既存鉄道施設撤去工事

既存鉄道施設撤去工事



田町方 品川方

高輪ゲートウェイ駅

品川駅：築堤想定ライン

４街区敷地内の検出調査に着手する。

４街区検出調査着手について 資料5

イベントエリア

【検出調査実施範囲】

検出調査実施範囲



田町方 品川方

高輪ゲートウェイ駅

品川駅：築堤想定ライン

地下施設

：築堤想定ライン
：施工済土留ライン

Aエリア

Bエリア

・品川駅改良工事の地下施設工事において線路下・線路脇の掘削を行うにあたり、
施工済土留の内側から築堤の出現が想定される

・鉄道保安・安全上から段階的な掘削が必要
⇒築堤出現高さによっては調査・記録保存も段階的に実施

品川駅

地下施設

施工済土留

掘削範囲

築堤想定

施工済土留

掘削範囲

平面図

断面図

グラウンド
アンカー

築堤想定

施工済土留

築堤想定

築堤想定

施工済土留

掘削範囲

掘削範囲

平面図

断面図

Aエリア（地下斜路部） Bエリア（地下荷捌部）

イメージ写真

切梁

土留

イメージ写真

グラウンド
アンカー

土留

2019年検出済
（記録調査の上で解体）

2019年検出済
（記録調査の上で解体）

品川駅改良工事に伴う調査着手について 資料6


